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は じ め に
ダニ類は吸血のみならず，原虫・細菌・ウイルス
などを媒介することが知られている［11］。ヘビ類に
寄生する種に関しても，封入体病IBDのレトロウイ
ルス［2，7］や敗血症の Aeromonas hydrophila［1］
などの媒介に関わると言われている。また，ダニ類
の重度寄生は脱皮不良の原因にもなるとされる［8］。
しかし，北海道産ヘビ類に寄生するダニ類に関して
の報告は皆無であった。そこで，今回，野外より捕
獲され，一時的に飼育された個体でダニ類の大量寄
生が認められたので同定を試みた。
材料と方法
2014年６月，共著者の菅原が北海道内でほぼ同時
期に捕獲し，教材用に一時的に飼育していたヘビ類
３種（共和町国富産アオダイショウ Elaphe climaco-
phora，同町国富産シマヘビ Elaphe quadrivirgata お
よび札幌市三角山産ジムグリ Elaphe  conspicil-
lata）の体上およびその混合飼育ケージに多数のダ
ニ類が見出された。飼育ケージから得られたダニ類
を70％エタノール液で固定後，ホイヤー氏液で透
徹・封入された。これらについて光学顕微鏡下で形
態観察し，顕微鏡描画装置（オリンパス，BH-2）に
より体部を描画し，各部位をエリアカーブメータ（牛
方商会，X-Plan 380d）を用い測定した。今回得られ
た標本は，酪農学園大学野生動物医学センター
WAMCにて登録・保管された。
結果と考察
採集されたダニ類は雌のみであり（図１），計測値
および形態的な特徴は以下の通りであった。なお，
計測は成熟個体を用いた。胴長618.75±39.97μm
（平均値±SD：n＝15），胴幅451.37±43.68μm（図
２）。背板は広く，第三及び第四股関節の間に位置す
る領域に部分的に分割されていた。胸板は１枚で横
に細長く，１対の剛毛を有した。第３脚基節-第４脚
基節間に１対の気門が認められた。第一効基節に１
本の花弁上の突起と小さな乳頭上の突起を有してお
り，第二，第三基節にも花弁上の突起が認められた。
顎体基部長181.59±12.05μm，幅93.06±7.60
μm，触肢は棒状で顎体基部長よりも長かった。胴部
末端部の肛門に３本の剛毛を有し，肛門板長
127.33±12.99μm，同・幅126.75±12.97μm。気門
が第三，四基節間にあり，中気門亜目の特徴を呈し
た。また，胸板が長く１対の剛毛を有したことから
Laelaptidae科，さらに背板が第三および第四股関
節間に位置する領域に，部分的分割の状態であった
ことから Ophidilaelaps 属であった。しかし，雄標本
が得られなかったので種名は保留された。
Ophidilaelaps 属は現在までに韓国，インド亜大
陸，イタリアおよびアフリカ大陸のヘビ含む爬虫類
から計６種報告されている［3，4，5，14］。日本で
は本州産陸棲ヘビ類から新種含め３種記録された
［9］。本報告は日本第２例目となるが，北海道では初
めてであった。なお，日本産ヘビ類からは，ほかに
マダニ類 Amblyomma 属，ツツガムシ類 Vatacarus
属，ハイダニ類Entonyssidae科のある属が知られ
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る程度で［9，12，13］，概して少なかった。一方，
愛玩・展示用の輸入ヘビ類では Amblyomma 属やサ
シダニ類の Ophionyssus 属などの発見事例が増え
つつあるように［10，15］，爬虫類の輸入数激増と無
関係ではないであろう。さらに，それに伴う違法放
棄の増加を勘案すると［6］，外来ダニ類の侵入も懸
念される。寄生虫相の攪乱が顕在化する前に，野生
下の知見を早急に整える必要があろう。
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要 旨
北海道内で捕獲されたアオダイショウ Elaphe
 
climacophora，シマヘビ E. quadrivirgata およびジ
ムグリ E. conspicillata の体表および混合飼育され
ていたケージからLaelaptidae科の Ophidilaelaps
属ダニ類を得た。しかし，雄標本が得られなかった
ので種名は保留された。北海道では初めての記録で
あったが，雄が得られなかったので種名は保留され
た。
Summary
 
Females of parasitic mites,Ophidilaelaps sp.(Family Laelaptidae),were obtained from Elaphe climaco-
phora, E. quadrivirgata and Elaphe conspicillata captured and kept in Hokkaido,Japan.This is first record
 
of the generic mite,although the males could not be obtained.
北海道産 Elaphe 属ヘビ類で初めて見出されたダニ類 Ophidilaelaps sp.（Laelaptidae科）の記録 133
